
「て」

の
接
続
機
能

一
、
文
脈
依
存
の
「
て
」

接
続
助
詞
「
て
」
に
つ
い
て
は
、
山
口
発
二
(
-
九
九
六
）
が

「
前
件
と
後
件
を
た
だ
並
列
す
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の
関
係
表
示
し
か

せ
ず
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
関
係
の
理
解
は
文
脈
に
ゆ
だ
ね
る
傾
向

が
強
い
」

(27
頁
）
と
し
て
い
る
。
例
文
で
確
認
す
る
。

•
あ
れ
だ
け
調
べ

t
i、
ま
だ
訊
き
足
り
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
。

（
森
村
誠
一
『
空
洞
星
雲
』
）

・
翌
々
年
に
は
赤
い
ざ
ら
め
が
配
給
に
な
っ
可
、
漸
く
餡
が
廿

く
な
っ
た
。
（
半
藤
末
利
子
『
夏
目
家
の
糠
み
そ
』
）

ど
ち
ら
の
「
て
」
も
「
前
件
と
後
件
を
た
だ
並
列
す
る
」
も
の
、

即
ち
、
情
報
の
移
行
を
単
純
に
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

意
味
的
に
は
「
そ
し
て
」
と
い
う
程
の
も
の
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
前
者
の
例
文
の
前
件
は
「
あ
れ
だ
け
調
べ
た
叶
は
．
」
と

い
う
逆
接
の
意
味
に
も
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
後
者
の
例
文
の
前

件
は
「
赤
い
ざ
ら
め
が
配
給
に
な
っ
た
叫
計
」
と
い
う
原
因
・
理
由

の
意
味
に
も
取
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
構
文
と
し
て
文
意
が
確
定
さ

れ
な
い
以
上
、
そ
の
よ
う
な
「
て
」
の
意
味
的
な
働
き
は
、
な
る
ほ

ど
文
脈
へ
の
依
存
度
が
高
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
点
、
山
口
尭
ニ

（
一
九
八

0
)
に
は
「
『
て
』
の
接
続
表
現
に
は
他
の
接
続
形
式
と
の

関
連
に
お
い
て
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
関
係
が
文
脈
上
両
立

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
」

(258
頁
）
と
も
あ
る
。
然
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
接
続
助
詞
「
て
」
の
働
き
は
、
意
味
的
に
極
め
て
消
極
的

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
例
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
に
く
い
。

．
黙
っ
計
考
え
る
。

・
座
っ
可
食
べ
る
。

・
走
っ
可
来
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
は
「
黙
っ
た
ま
ま
考
え
る
」
「
座
っ
た
ま
ま
食
べ

る
」
「
走
り
閑
洲
叫
来
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
黙
っ
て
」
「
座
っ

て
」
「
走
っ
て
」
の
部
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
考
え
る
」
「
食
べ
る
」
「
来

る
」
の
部
分
と
の
関
係
は
、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ

半

藤

英

明
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ら
の
「
て
」
は
、
「
黙
り
、
考
え
る
」
「
座
り
、
食
べ
る
」
「
走
り
、
来

る
」
の
よ
う
に
、
上
接
語
の
連
用
中
止
形
を
以
て
無
形
化
す
る
こ
と

が
常
識
的
に
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
て
」
が
「
た
だ
並
列

す
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の
関
係
表
示
」
（
前
掲
）
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
こ
れ
ら
3
例
と
は
同
用
法
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
成
田
徹

男
(
-
九
八
三
）
は
「
本
を
い
す
に
座
っ

ti読
む
」
の
例
を
「
副
詞

的
用
法
」
と
呼
び
、
「
『
い
す
に
座
っ
た
』
結
果
『
い
す
に
座
っ
て
い

る
』
状
態
を
持
続
し
た
ま
ま
次
の
動
作
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
含

(
1
)
 

意
」
を
見
て
取
る
(
1
4
1
頁
）
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
一
括
り
に

し
て
、
「
て
」
の
上
接
動
詞
と
下
接
動
詞
の
動
作
が
同
時
並
行
的
に
進

行
す
る
も
の
の
枠
と
す
べ
き
で
あ
る
。
青
木
伶
子
(
-
九
八
三
）
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

•
分
出
・
内
属
の
関
係
な
ら
ぬ
、
全
く
対
等
な
語
を
修
飾
語
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
被
修
飾
語
の
能
力
外
の
こ
と
で

あ
る
。
従
っ
て
こ
の
や
う
な
関
係
の
構
成
に
は
強
力
な
結
び

手
が
必
要
で
あ
る
。
同
じ
く
対
等
関
係
で
あ
る
連
体
修
飾
関

係
の
場
合
の
強
力
な
結
び
手
は
助
詞
「
の
」
で
あ
り
、
こ
の

動
詞
と
動
詞
と
の
間
の
修
飾
関
係
に
於
い
て
の
強
力
な
結
び

手
は
助
詞
「
て
」
で
あ
る
。
こ
の
故
に
「
の
」
も
「
て
」
も

無
形
化

(11
省
略
）
し
得
ぬ
の
で
あ
る
。

(40
頁）

つ
ま
り
、
動
詞
と
動
詞
の
修
飾
関
係
を
築
く
「
副
詞
的
用
法
」
の

「
て
」
は
、
構
文
上
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
て
」

の
働
き
は
、
消
極
的
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
積
極
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

上
記
の
よ
う
な
「
て
」
の
消
極
性
と
積
極
性
と
が
如
何
な
る
連
関

(
2
)
 

に
あ
る
の
か
、
以
下
に
考
え
る
。

二
、
「
て
」

助
詞
助
動
詞
詳
説
』
（
学
燈
社
）
の
意

の
意
味
的
分
類

文
脈
に
依
存
す
る
と
さ
れ
る
「
て
」
に
、
意
味
的
に
強
い
存
在
価

値
を
示
す
場
合
が
あ
る
と
い
う
の
に
は
、
意
味
用
法
上
の
違
い
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
て
」
の
意
味
的
分
類
を
振

り
返
る
。
森
田
良
行
(
-
九
八

0
)
に
よ
れ
ば
、
「
て
」
の
用
法
は

「
並
列
」
「
対
比
」
「
同
時
進
行
」
「
順
序
」
「
原
因
・
理
由
」
「
手
段
・

方
法
」
「
逆
接
」
「
結
果
」
の
8
類
と
多
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
多

様
性
は
「
て
」
の
意
味
的
個
性
の
乏
し
さ
の
反
映
と
も
受
け
取
れ
る
が
、

私
見
に
よ
れ
ば
、
森
田
の
分
類
に
は
若
干
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
「
彼
女
は
背
が
高
く
可
、
目
が
丸
く
可
、
髪
が
黒
い
ん
だ
」

（
並
列
）
と
「
南
の
国
は
暑

<
d、
北
の
国
は
涼
し
い
」
（
対
比
）
と

は
同
用
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
「
花
瓶
が
棚
か
ら
落
ち
可
割

れ
た
」
（
原
因
・
理
由
）
と
「
大
い
に
が
ん
ば
っ

ti、
仕
事
を
全
部
す

ま
せ
た
」
（
手
段
・
方
法
）
と
「
彼
が
参
加
し
可
五
人
に
な
る
」
（
結

果
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
用
法
と
し
て
括
る
こ
と
が
可
能
と
思
え
る

(314S318
頁）。

因
み
に
『
古
典
語
現
代
語
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味
的
分
類
は
、
森
田
の
8
類
よ
り
少
な
く
、
次
の
よ
う
で
あ
る

(447
頁、

佐
藤
喜
代
治
執
筆
）
。

①
事
実
の
並
立
を
表
す
。

②
事
実
の
継
起
を
表
す
。

③
原
因
・
理
由
を
表
す
。

④
連
用
修
飾
の
関
係
を
表
す
。

⑤
逆
接
の
関
係
を
表
す
。

森
田
の
分
類
と
の
対
照
で
は
、
森
田
の
「
対
比
」
は
①
に
含
ま
れ
、

「
順
序
」
は
②
に
対
応
し
、
「
同
時
進
行
」
「
手
段
・
方
法
」
「
結
果
」

(
3
)
 

は
④
に
集
約
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
が
、
右
記
の
よ
う
に
「
手
段
・

方
法
」
「
結
果
」
を
③
と
一
括
り
に
す
る
な
ら
ば
、
④
は
「
同
時
進

行
」
の
み
と
な
る
。
な
お
、
④
は
文
法
上
の
概
念
で
あ
っ
て
意
味
的

な
も
の
で
は
な
い
。
「
同
時
進
行
」
は
、
前
述
の
「
動
作
が
同
時
並
行

的
に
進
行
す
る
も
の
」
（
「
副
詞
的
用
法
」
）
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
④
を
「
同
時
並
行
的
な
動
作
進
行
を
表
す
」
に
改
め
れ
ば
、
「
黙
っ

可
考
え
る
」
「
座
っ
寸
食
べ
る
」
「
走
っ
可
来
る
」
等
は
、
そ
こ
に
収

め
る
べ
き
も
の
と
な
る
。

そ
こ
で
、
右
①

S
⑤
を
次
の
ご
と
く
修
正
し
、
本
稿
で
の
分
類
と

す
る
。
修
正
の
結
果
は
、
『
日
本
語
教
育
事
典
』
（
大
修
館
書
店
）
の

「
て
」
の
用
法
分
類
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
る

(397
頁
、
仁
田
義
雄

執
筆
）
。①
事
実
の
並
立
を
表
す
。

②
事
実
の
継
起
を
表
す
。

③
原
因
・
理
由
を
表
す
。

④
同
時
並
行
的
な
動
作
進
行
を
表
す
。

⑤
逆
接
の
関
係
を
表
す
。

右
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
現
代
語
で
の
具
体
例
（
作
例
）
を
想
定
し
、

次
に
挙
げ
る
。
「
は
」
構
文
、
「
が
」
構
文
の
別
は
「
て
」
の
用
法
と

は
関
係
し
な
い
た
め
、
特
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
①
1
1
1
、
②
1
1
2

の
よ
う
に
対
応
す
る
。

1

祖
父
は
山
に
行
っ
可
、
祖
母
は
川
に
行
く
。

2
私
は
帰
っ
可
寝
た
。

3
母
が
我
慢
で
き
な
く
可
泣
く
。

4

父
が
泣
い
可
喜
ぶ
。

5
彼
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

d
教
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
「
て
」
の
存
在
意
義
を
問
う
と
い
う
観
点
で
は
、

1
.

2
は
「
て
」
の
無
形
化
が
適
い
、

3
1
5
は
無
形
化
で
き
な
い
。
即

ち
、
「
て
」
の
用
法
上
、
①
②
よ
り
も
③
④
⑤
が
存
在
価
値
を
強
く
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3
S
5
が
無
形
化
し
な
い
の
は
、
「
て
」
の
前
件
と
後
件
と
が
修

飾
・
被
修
飾
の
関
係
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、

1
.
2
は
前
件

と
後
件
が
た
だ
並
列
さ
れ
て
お
り
、
単
純
な
情
報
の
移
行
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
て
」
の
従
属
節
の
在
り
様
と
連

関
し
て
い
る
。
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（イ）
三
、
従
属
節
と
し
て
の

接
続
助
詞
で
あ
る
「
て
」
の
構
文
上
の
役
割
は
複
文
の
構
成
に
あ

る
か
ら
、
ま
ず
は
複
文
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

単
一
の
述
語
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
る
単
文
に
対
し
、
述
語
に

よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
る
構
造
体
が
複
数
集
ま
っ
て
作
ら
れ
る
文
が

複
文
で
あ
る
。
そ
の
複
数
の
構
造
体
は
「
節
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ら

は
、
複
文
内
の
中
心
的
構
造
体
で
あ
る
「
主
節
」
と
、
そ
こ
に
構
成

要
素
と
し
て
参
加
す
る
「
従
属
節
」
と
に
区
別
さ
れ
る
。
益
岡
隆
志

（
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
従
属
節
の
類
型
と
し
て
は
「
名
詞
節
」

「
連
体
節
」
「
連
用
節
」
「
並
列
節
」
の

4
タ
イ
プ
が
あ
る
。
こ
の
中
、

(
4
)
 

「
て
」
が
関
与
す
る
の
は
「
連
用
節
」
と
「
並
列
節
」
で
あ
る
。

「
連
用
節
」

の

『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
）
に
よ
れ
ば
、
「
て
」
は
「
完

了
の
助
動
詞
『
つ
』
の
連
用
形
『
て
』
が
、
そ
の
助
動
詞
と
し
て
の

機
能
を
薄
め
て
接
続
助
詞
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
に
至
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
動
詞
の
連
用
形
に
下
接
す
る
の
が
本

来
の
姿
で
あ
っ
た
」

(498
頁
、
糸
井
通
浩
執
筆
）
と
さ
れ
る
。
現
代
語

で
も
「
て
」
の
多
く
は
、
動
詞
に
下
接
し
て
い
る
。

前
掲
「
て
」
の
用
法
①

S
⑤
の
中
、
「
連
用
節
」
と
な
る
の
は
、
ま

ず
④
（
同
時
並
行
的
な
動
作
進
行
を
表
す
）
と
⑤
（
逆
接
の
関
係
を

「て」

「て」

表
す
）

の
と
き
で
あ
る

・
父
が
泣
い
可
喜
ぶ

(11
父
が
泣
き
な
が
ら
喜
ぶ
）
。

．
彼
は
知
っ
て
い
可
教
え
な
い

(11
彼
は
知
っ
て
い
る
闊
叫

教
え
な
い
）
。

こ
れ
ら
の
「
て
」
は
無
形
化
が
適
わ
な
い
（
前
例
は
「
父
が
泣
き
、

喜
ぶ
」
で
は
意
味
が
変
わ
る
）
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
語
順
を
変
え

て
も
、
文
意
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

．
泣
い
可
父
が
喜
ぶ
。

・
知
っ
て
い
可
彼
は
教
え
な
い
。

右
の
よ
う
に
語
順
を
変
え
る
と
、
従
属
節
「
泣
い
て
」
「
知
っ
て
い

て
」
の
か
か
り
先
が
主
節
の
「
喜
ぶ
」
「
教
え
な
い
」
か
ら
「
父
が
喜

ぶ
」
「
彼
は
教
え
な
い
」
と
い
う
主
節
全
体
へ
と
変
わ
る
。
即
ち
、

「
て
」
の
接
続
先
は
、
語
の
単
位
で
も
文
の
単
位
で
も
よ
い
。

次
に
、
③
（
原
因
・
理
由
を
表
す
）
の
用
法
を
挙
げ
る
。
こ
の
場

合
は
、
動
詞
を
承
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
形
容
詞
（
お
よ
び
形
容
詞

型
助
動
詞
）
を
承
け
る
形
式
が
確
立
し
て
い
る
。

．
我
が
家
は
、
停
電
に
な
っ
可
真
っ
暗
だ
。

・
弟
は
、
試
合
に
負
け
た
の
が
悔
し

<ti寝
て
し
ま
っ
た
。

・
母
が
我
慢
で
き
な
く
て
泣
く
。

ど
の
従
属
節
も
「
停
電
に
な
っ
た
闊
計
．
」
「
試
合
に
負
け
た
の
が
悔

し
い
の
で
」
「
我
慢
で
き
な
い
の
で
」
の
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

（前
2
例
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
並
列
の
意
に
解
釈
す
る
こ
と
も
可
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「
並
列
節
」
で
は
、
主
節
と
従
属
節
と
の
関
係
が
並
行
的
関
係
に
な

あ
る
。

（口）

「
並
列
節
」
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「て」

能
で
は
あ
る
が
、
最
後
の
も
の
は
無
理
で
あ
る
）
。
③
の
用
法
も

「
て
」
の
無
形
化
が
適
わ
な
い
が
、
語
順
を
変
え
て
「
停
電
に
な
っ

可
、
我
が
家
は
真
っ
暗
だ
」
「
試
合
に
負
け
た
の
が
悔
し
く
可
、
弟
は

寝
て
し
ま
っ
た
」
「
我
慢
で
き
な
く
可
母
が
泣
く
」
と
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
「
て
」
の
接
続
先
は
主
節
の
「
真
っ
暗
だ
」

「
寝
て
し
ま
っ
た
」
「
泣
く
」
と
い
う
語
の
単
位
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、

次
の
よ
う
に
主
節
全
体
と
い
う
文
の
単
位
で
あ
っ
た
り
す
る
。

．
雨
が
降
っ
可
、
地
が
固
ま
る
。

文
意
を
「
雨
が
降
っ
た
叶
d.
（
降
っ
た
結
果
）
、
地
が
固
ま
る
」
と

い
う
因
果
関
係
に
取
れ
ば
、
「
雨
が
降
っ
て
」
の
部
分
は
「
連
用
節
」
で

こ
の
場
合
、
「
て
」
の
接
続
対
象
は
前
件
も
後
件
も
文
の
単
位

以
上
の
よ
う
に
、
「
連
用
節
」
の
「
て
」
で
あ
る
の
は
、
前
掲
③
④

⑤
の
用
法
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
「
て
」
の
接
続
対
象
は
、
概
し
て
、

語
（
句
）
の
単
位
で
も
文
の
単
位
で
も
よ
く
、
特
定
の
構
文
形
式
に

は
な
ら
な
い
。
但
し
、
青
木
伶
子
(
-
九
八
三
）
は
、
形
容
詞
と
形

容
詞
の
関
係
に
は
並
立
関
係
の
み
を
認
め
て
お
り
(
4
0
頁
）
、
形
容
詞

を
承
け
る
「
て
」
が
後
続
の
形
容
詞
へ
と
繋
が
っ
て
「
連
用
節
」
を

作
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

る
。
益
岡
隆
志
(
-
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
文
と
文
と
を
並
立
す
る

「
て
」
は
、
「
日
本
語
の
基
本
的
な
語
順
」
に
従
え
ば
、
前
件
が
従
属

節
、
後
件
が
主
節
と
な
る

(
4
頁）。

・
父
が
会
社
に
行
っ
可
、
兄
が
大
学
に
行
く
。

•
姉
は
美
し
く
可
、
妹
は
愛
ら
し
い
。

ど
ち
ら
も
前
掲
①
（
事
実
の
並
立
を
表
す
）
の
用
法
で
あ
る
が
、

こ
の
用
法
で
は
、
「
連
用
節
」
と
は
違
い
、
無
形
化
が
許
さ
れ
る
。
接

続
面
で
は
、
右
の
よ
う
な
文
と
文
と
の
接
続
の
み
な
ら
ず
、
語
（
句
）

と
の
接
続
も
果
た
す
。
形
容
詞
を
承
け
て
後
続
の
形
容
詞
へ
と
繋
ぐ

こ
と
も
可
能
と
す
る
。
な
お
、
語
順
の
変
え
が
効
か
な
い
と
こ
ろ
も

「
連
用
節
」
と
は
異
な
る
。

・
氷
上
で
踊
っ
可
舞
う

(11
氷
上
で
踊
り
、
舞
う
）
。

•
姉
は
、
美
し
く
可
賢
い
(
1
1姉は
、
美
し
く
、
賢
い
）
。

．
彼
は
、
大
人
で
あ
っ
可
子
供
で
は
な
い

(11
彼
は
大
人
で

あ
り
、
子
供
で
は
な
い
）
。

②
（
事
実
の
継
起
を
表
す
）
の
用
法
で
も
、
①
と
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
。

い
（
後
者
を

は
な
い
）
。

社
長
が
帰
っ
可
、
部
長
が
帰
る
。

私
は
帰
っ
可
寝
た
。

ど
ち
ら
も
無
形
化
が
許
さ
れ
る
も
の
の
、
語
順
の
変
え
は
効
か
な

「
帰
っ
可
私
は
寝
た
」
と
し
た
も
の
は
通
常
の
表
現
で
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以
上
の
よ
う
に
、
「
並
列
節
」
の
「
て
」
で
あ
る
の
は
、
前
掲
①
②

の
用
法
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
て
」
は
、
「
連
用
節
」
で
は
用
法
上
の
③
④
⑤
と
な
り
、

「
並
列
節
」
で
は
①
②
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
節

を
作
る
か
に
よ
り
、
接
続
の
様
相
で
僅
か
に
異
な
る
面
が
あ
る
が
、

概
し
て
語
を
も
文
を
も
接
続
対
象
と
す
る
自
由
度
の
高
さ
は
、
「
て
」

の
起
源
に
関
わ
る
と
こ
ろ
か
と
推
察
さ
れ
る
。
西
田
直
敏
(
-
九
九

三
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・
日
本
語
は
、
本
来
、
活
用
形
が
接
続
機
能
を
受
け
持
つ
言
語

で
あ
る
か
ら
、
原
始
日
本
語
で
は
、
文
と
文
と
の
接
続
に
も

未
然
形
、
連
用
形
、
巳
然
形
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
て
接
続

助
詞
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
(
2
3
1
頁
）

な
れ
ば
、
接
続
助
詞
の
持
つ
関
係
構
成
機
能
は
、
元
は
補
完
的
・

補
助
的
な
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
典
型

的
な
も
の
に
「
て
」
を
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
「
て
」
の
そ
も
そ
も
は

補
完
的
・
補
助
的
な
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
が
、
現
代
語
の
用
法
と
し
て
は
、
助
詞
と
し
て
の
自
立
性
を
高
く

し
、
関
係
構
成
機
能
を
強
く
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
繰
り
返

す
よ
う
に
、
「
連
用
節
」
の
「
て
」
と
な
る
③
④
⑤
（
そ
れ
ぞ
れ
原

因
・
理
由
を
表
す
、
同
時
並
行
的
な
動
作
進
行
を
表
す
、
逆
接
の
関

係
を
表
す
）
の
用
法
は
、
無
形
化
で
き
ず
、
「
て
」
の
関
係
構
成
機
能

が
明
示
的
で
あ
る
。
青
木
伶
子
(
-
九
八
三
）
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
・
（
用
言
の
用
言
に
対
す
る
関
係
の
中
、
）
対
立
的
修
飾
成
分
及

び
対
立
的
並
立
成
分
は
「
連
用
形
＋
て
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

前
者
に
於
い
て
「
て
」
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、

後
者
に
於
い
て
は
欠
い
て
も
よ
い
。
(
4
1
頁
、
な
お
「
対
立
的

修
飾
成
分
」
に
並
立
す
る
も
の
と
し
て
「
内
属
的
修
飾
成
分
」

が
あ
る
。
）

③

S
⑤
の
用
法
で
「
て
」
の
無
形
化
が
許
さ
れ
ず
、
①
②
（
そ
れ

ぞ
れ
事
実
の
並
立
を
表
す
、
事
実
の
継
起
を
表
す
）
の
用
法
で
適
う

の
は
、
前
者
で
は
上
接
語
の
連
用
中
止
形
に
よ
る
意
味
の
代
用
が
効

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
て
」
が
構
文
上
に
不

可
欠
の
要
素
に
な
る
一
方
、
後
者
で
は
上
接
語
の
連
用
中
止
形
で
意

味
の
代
用
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
塚
原
鉄
雄
（
二
〇

0
二
）
に
は
「
接
続
助
詞
は
、
い
わ
ゆ
る
重
文
の
構
成
に
関
与
す
る
。

と
す
れ
ば
、
接
続
助
詞
の
機
能
は
、
用
言
の
中
止
法
に
類
同
す
る
」

(
8
7
頁
）
と
あ
る
が
、
用
言
の
連
用
中
止
形
に
は
①
②
の
よ
う
な
意

味
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
性

に
於
い
て
①
②
の
「
て
」
は
構
文
上
に
不
可
欠
の
要
素
に
な
ら
な
い
。

「
て
」
の
「
並
列
節
」
の
用
法
①
②
が
補
完
的
・
補
助
的
な
も
の
で

あ
り
、
い
わ
ば
原
初
的
用
法
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
以
て
「
て
」
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四
、
「
て
」

の
本
質

山
口
甕
二
(
-
九
八

0
)
に
よ
れ
ば
、
接
続
に
於
け
る
「
並
列
性

の
関
係
に
は
、
継
起
性
・
共
存
性
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
っ

が
常
に
両
立
す
る
」
の
で
あ
り
、
「
並
列
性
」
の
概
念
が
「
継
起
性
」

と
「
共
存
性
」
と
を
統
括
し
て
い
る
。
山
口
の
「
継
起
性
」
は
「
時

間
的
に
継
起
す
る
関
係
の
認
め
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
共
存
性
」(7
)
 

は
「
空
間
的
に
隣
接
共
存
す
る
関
係
の
認
め
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
る

(256
頁
S257
頁
）
か
ら
、
前
掲
「
て
」
の
用
法
②
の
中
心
的
概
念
で

あ
る
「
継
起
」
を
山
口
の
「
継
起
性
」
に
、
ま
た
、
①
の
中
心
的
概

念
で
あ
る
「
並
立
」
を
山
口
の
「
共
存
性
」
に
置
換
す
る
な
ら
ば
、

「
並
列
節
」
の
「
て
」
の
本
質
は
、
山
口
の
「
並
列
性
」
で
把
握
し

得
る
。
そ
の
こ
と
は
当
然
、
用
言
の
連
用
中
止
形
に
も
同
様
の
「
並

列
性
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
繋
が
る
。

そ
の
よ
う
な
前
提
で
述
べ
れ
ば
、
「
て
」
は
、
「
並
列
節
」
を
作
る

上
で
は
用
言
の
連
用
中
止
形
そ
の
も
の
に
共
通
の
「
並
列
性
」
が
存

在
す
る
た
め
、
補
完
的
・
補
助
的
な
も
の
、
ま
た
は
「
並
列
性
」
を

確
認
す
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
用
言
の
連
用
中
止
形
が
「
連
用

(
8
)
 

節
」
を
作
ら
な
い
こ
と
で
、
「
連
用
節
」
を
作
る
上
で
は
関
係
構
成
を

明
確
に
す
る
も
の
へ
と
拡
張
し
、
連
用
修
飾
関
係
を
担
う
べ
く
働
く
。

(
6
)
 

の
本
質
と
す
る
理
解
を
誘
導
す
る
も
の
と
な
る
。

「
連
用
節
」
の
「
て
」
が
無
形
化
さ
れ
な
い
の
は
、
連
用
中
止
形
で

は
担
う
こ
と
が
適
わ
な
い
連
用
修
飾
機
能
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
に
前
掲
③
④
⑤
の
用
法
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
補
完
的
・
補
助
的
な
「
て
」
が
低
い
存
在
価
値

し
か
持
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
も
重
要
な
役
割

を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
小
松
英
雄
(
-
九
九
七
）
は
、
古
文

で
の
和
文
物
語
文
を
「
連
接
構
文
」
と
呼
び
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
．
句
節
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
継
ぎ
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
後
続
す
る
部
分
に
対
す
る
関
係
が
、
必
ず
し

も
緊
密
で
な
い
形
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
構
文
の
原

理
は
〈
付
か
ず
離
れ
ず
〉
で
あ
る
。

(248
頁）

．
句
節
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
継
ぎ
足
し
て
構
成
さ
れ
る
形
を
と
る
の

で
、
最
後
が
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
分
か

ら
な
い
。
（
略
）
口
頭
百
語
で
は
、
ご
く
短
い
発
話
を
除
い
て
、

話
し
手
の
脳
裏
に
最
初
か
ら
整
っ
た
〈
文
〉
は
構
成
さ
れ
て

い
な
い
し
、
和
文
で
は
、
読
み
手
に
先
が
見
と
お
せ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
同
頁
）

そ
の
よ
う
な
文
体
の
構
成
に
当
た
っ
て
は
、
論
理
的
意
味
関
係
を

示
す
こ
と
と
は
別
に
、
「
連
接
」
の
た
め
の
語
に
か
な
り
の
重
要
性
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
句
節
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
継
ぎ
足
し
て
構
成
さ

れ
る
形
」
（
右
掲
）
で
は
、
繋
ぐ
言
莱
と
し
て
用
法
上
の
自
由
度
が
高
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い
も
の
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
重
宝
さ
れ
る
に
相
違
な
い
。
恐
ら
く

は
、
そ
の
任
の
重
要
な
部
分
を
「
て
」
が
担
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
言
語
環
境
の
中
で
「
て
」
は
利
用
さ
れ
、
発
達
し
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
山
口
発
二
(
-
九
九
六
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
．
接
続
形
式
の
中
で
も
最
も
文
脈
依
存
性
の
強
い
用
言
連
用
形

に
よ
る
そ
れ
と
、
最
も
広
い
句
関
係
に
適
用
さ
れ
る
接
続
助

詞
「
て
」
に
つ
い
て
は
、
古
代
語
以
来
む
し
ろ
変
化
に
乏
し

い
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
語
構
成
や
修
飾
関
係
の
構

成
に
か
か
わ
る
な
ど
、
日
本
語
の
文
法
構
造
の
基
底
に
そ
れ

だ
け
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

(91
頁）

し
か
し
、
用
言
の
連
用
中
止
形
お
よ
び
「
て
」
の
変
化
の
乏
し
さ

は
、
語
構
成
や
修
飾
関
係
の
構
成
よ
り
も
「
連
接
構
文
」
と
の
関
わ

り
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

•
前
近
き
前
栽
、
呉
竹
、
下
風
涼
し
か
る
べ
く
、
木
高
き
森
の

や
う
な
る
木
ど
も
木
深
く
お
も
し
ろ
く
、
山
里
め
き
寸
、
卯

花
の
垣
根
こ
と
さ
ら
に
し
わ
た
し

d
、
昔
お
ぼ
ゆ
る
花
橘
、

撫
子
、
薔
薇
、
く
た
に
な
ど
や
う
の
花
く
さ
ぐ
さ
を
植
ゑ
可
、

春
秋
の
木
草
、
そ
の
中
に
う
ち
ま
ぜ
た
り
。

（
源
氏
物
語
（
少
女
）
、
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
）

・
是
に
つ
け
て
も
う
れ
し
と
お
も
は
ず
し
可
、
世
の
は
か
な
き

こ
と
を
の
み
お
も
ひ
つ
ゞ
け
可
、
出
仕
の
い
と
な
み
わ
り
な

く
お
ぼ
え
可
、
あ
は
れ
の
み
心
に
お
も
く
な
り
ま
さ
り

ti、

マ
マ

お
な
じ
く
北
面
に
ま
い
り
あ
ひ
、
し
た
し
か
り
け
る
佐
藤
左

衛
門
の
り
や
す
と
、
つ
か
ひ
の
せ
ん
じ
を
給
は
り
可
、
夜
の

ま
の
程
に
鳥
羽
殿
よ
り
う
ち
つ
れ
寸
ち
ぎ
る
や
う
、
あ
し
た

—
マ
マ

は
必
こ
と
に
き
ら
め
き
て
ま
い
り
給
へ
、
う
ち
つ
れ
侍
べ
き

よ
し
申
可
、
七
条
大
宮
に
と
ゞ
ま
り
け
れ
ば
、
そ
の
あ
し
た

マ
マ

ま
い
り
ざ
ま
に
さ
そ
ひ
け
れ
ば
、
門
に
人
A

お
ほ
く
た
ち
さ

は
ぎ
、
う
ち
に
も
さ
ま
／
＼
に
な
き
か
な
し
む
こ
ゑ
き
こ
え

マ
マ

ti、
と
の
は
こ
よ
ひ
む
な
し
く
な
ら
せ
た
ま
い
ぬ
。

（
西
行
物
語
（
文
明
本
）
、
『
西
行
全
集
』
）

右
の
よ
う
に
、
古
文
に
は
用
言
の
連
用
中
止
形
と
「
て
」
と
を
適

当
に
配
置
し
つ
つ
、
文
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
表
現
形
式
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。
連
用
中
止
形
と
「
て
」
と
が
相
互
補
完
的
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
で
古
文
の
連
綿
と
し
た
文
章
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
思
え

ば
、
「
て
」
の
存
在
価
値
は
、
決
し
て
低
く
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
、

そ
の
こ
と
こ
そ
「
て
」
の
個
性
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
え
思

え
る
。
山
口
莞
二
(
-
九
八

0
)
の
「
て
」
に
関
す
る
結
論
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
「
て
」
で
示
さ
れ
る
最
も
基
本
的
な
意
味
関
係
は
並
列
性
の
関

係
だ
と
述
べ
た
が
、
二
つ
の
事
態
を
た
だ
並
列
す
る
と
い
う

の
は
、
現
実
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
関
係
に
あ
る
事
態

の
間
に
与
え
ら
れ
る
関
係
づ
け
と
し
て
は
、
最
も
消
極
的
・
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非
限
定
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。

(268
頁）

•
し
か
し
な
が
ら
、
関
係
表
示
の
消
極
性
を
指
摘
す
る
だ
け
で

は
、
「
て
」
が
接
続
法
に
お
い
て
担
っ
た
役
割
を
正
当
に
評
価

し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
て
」
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ

の
消
極
性
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
現
実
的
な
意
味
関
係
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
接
続
形
式
と
し
て

「
て
」
が
持
ち
え
た
重
要
性
は
む
し
ろ
そ
の
点
に
あ
る
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(269
頁）

そ
の
よ
う
な
「
て
」
の
消
極
性
が
古
文
の
「
連
接
構
文
」
を
作
る

た
め
の
要
素
と
し
て
貴
重
な
役
割
に
あ
っ
た
こ
と
は
強
く
認
識
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
「
連
用
節
」
を
作
る
「
て
」
”
も
は
や
積
極
的
な
働

き
に
至
っ
て
い
る
こ
と
も
、
「
て
」
の
総
体
を
理
解
す
る
上
で
は
欠
く

べ
き
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
ま
と
め

接
続
助
詞
「
て
」
は
、
「
従
属
節
」
た
る
「
並
列
節
」
と
「
連
用

節
」
を
作
る
が
、
「
並
列
節
」
（
前
掲
①
②
の
用
法
）
は
原
初
的
用
法

で
あ
り
、
「
連
用
節
」
（
③
④
⑤
の
用
法
）
は
関
係
構
成
機
能
を
明
確

に
す
る
用
法
で
あ
る
。
原
初
的
用
法
に
基
づ
き
、
「
て
」
の
本
質
は
、

用
言
の
連
用
中
止
形
に
内
蔵
さ
れ
る
「
並
列
性
」
を
補
完
・
補
助
、

ま
た
は
、
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
得
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

2
 

注
1

「
て
」
は
概
し
て
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
連
用
修
飾
機
能
を
担

う
に
於
い
て
は
積
極
的
な
役
割
に
転
じ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
、
「
て
」
の
消
極
性
と
積
極
性
と
の
連
関
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

「
て
」
は
元
来
の
消
極
性
を
維
持
し
つ
つ
、
積
極
性
を
も
派
生
さ
せ

た
結
果
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
て
」
の
消
極
性
も
、

古
文
の
「
連
接
構
文
」
を
作
る
上
で
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

存
在
価
値
が
総
じ
て
低
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

成
田
は
、
「
て
」
の
用
法
に
は
「
か
な
り
連
続
的
で
赦
然
と

区
別
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
」
が
あ
る
と
も
す
る

(139

頁）。「
て
」
の
用
法
に
は
下
接
語
と
熟
合
し
て
―
つ
の
単
位
と
な

る
も
の
が
あ
る
。
「
て
い
る
」
「
て
あ
る
」
「
て
や
る
」
「
て
み

る
」
「
て
し
ま
う
」
等
。
山
下
和
弘
(
-
九
九
六
）
は
「
（
進

行
態
と
し
て
）
テ
イ
ル
自
体
を
一
っ
の
単
位
と
し
て
扱
う
方

が
合
理
的
で
あ
る
」

(39
頁
）
と
し
、
野
村
剛
史
（
二

0
0

三
）
で
は
「
し
て
い
る
」
文
を
「
存
在
文
の
一
種
」
と
し
て

「
こ
の
タ
イ
プ
の
文
は
、
時
間
の
中
に
置
か
れ
た
動
的
な
あ

る
状
況
を
切
り
取
っ
て
い
る
。
描
写
し
て
い
る
、
と
言
っ
て

も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
」
(
1
頁
）
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
「
て
」

の
助
詞
と
し
て
の
働
き
を
分
析
し
難
い
た
め
、
本
論
で
は
取
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6
 

5
 

4
 

3
 り
上
げ
な
い
。

原
沢
伊
都
夫
（
二

0
0
0
)
で
は
「
継
起
的
用
法
」
の
下

位
分
類
と
し
て
「
結
果
形
」
が
あ
る
。

39
頁
。
原
沢
は
、
「
て
」

は
「
純
粋
に
接
続
と
い
う
機
能
し
か
な
く
、
テ
ン
ス
・
ア
ス

ペ
ク
ト
・
ム
ー
ド
と
い
っ
た
文
法
的
な
機
能
は
持
た
な
い
」

こ
と
か
ら
、
前
件
と
後
件
の
間
に
様
々
な
関
係
が
生
ず
る
と

し
て
い
る
。

南
不
二
男
(
-
九
七
四
）
は
、
従
属
節

(11
南
は
「
従
属

句
」
と
す
る
）
を
三
分
類
し
て
「

S
ナ
ガ
ラ
（
継
続
）
と
共

通
し
た
特
徴
を
持
つ
も
の
の
類
」
「

S
ノ
デ
と
共
通
し
た
特
徴

を
持
つ
も
の
の
類
」
「

S
ガ
と
共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
も
の
の

類
」
を
設
定
し
、
「
て
」
が
い
ず
れ
の
類
に
も
現
れ
る
と
す
る
。

佐
治
圭
三
(
-
九
八
七
）
に
は
「
並
列
と
い
う
の
は
文
法

的
に
い
ろ
い
ろ
な
段
階
に
あ
る
種
々
の
単
位
体
ー
語
、
文
節
、

成
分
、
文
な
ど
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
見
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
」
(
1
4
4
頁
）
と
あ
る
。

小
路
一
光
(
-
九
八
八
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
万
葉
集
の

「
て
」
(
-
六
一
五
例
）
の
中
、
約
4
1
.
7
％
が
事
実
の
並

立
・
継
起
を
示
す
。
但
し
、
私
見
で
は
、
小
路
が
「
あ
る
状

態
を
表
し
て
下
句
を
修
飾
す
る
」
と
し
た
例
（
七

0
三
例
）

の
中
に
も
、
そ
れ
ら
に
当
た
る
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
右

の
数
値
は
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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